
 
令和８年度  教育課程編成  全体構想 

三次市立十日市小学校 

 

 
◆関係法規 
◆時代や社会の要請 
◆中央教育審議会答申 
◆学習指導要領 
◆県・管内・市の教育施策 
◆教育の今日的課題 

  

高い志をもち  

夢の実現に向けて 

自分らしく 

他者とともに社会を

創る児童の育成 

 〔児童〕 
◎生活習慣の定着 ◎規範意識の理解 ◎学習習慣の定着 
●思考力の定着が不十分 ●不登校の増加，問題行動の危惧 
●自己肯定感が低い ●人間関係におけるコミュニケーション不
足 
〔保護者・地域〕 
◎学校教育に対し協力的 ◎外部講師等の人材の豊富さ 
●あいさつがしっかりできない 

 

具  体  目  標 

１ 確かな学力 ２ 豊かな心 ３ 健やかな体 
①基礎的・基本的な内容の確実な習得  ②思考力・表現力の育成  

③主体的に学ぶ態度の育成 

①規範意識を高める  ②言葉で思いを伝え合う 

③挨拶・返事・履物揃えなど落ち着いた学校生活 

①食育の推進 

②体力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

指   導   の   重   点 
１ 各教科 ２ 特別の教科 道徳 ３ 外国語活動 ４ 総合的な学習の時間 ５ 特別活動 

①生きて働く「知識・技能」の習得を図る。 
○体験的な理解や繰り返し学習，討論・観
察・実験による理解や思考等，児童の発
達段階に応じた指導 

②「思考力・判断力・表現力」を育てる単元構
成を工夫する。 
○観察，実験，レポートの作成等の知識・
技能の活用の充実 

③学習意欲の向上や学習習慣の確立を図り
「学びに向かう力・人間性」等を育てる。 
○児童の発達段階に応じた学習習慣の定   
 着 
○授業づくり，授業改善の推進 
・単元全体のゴール像の明確化と本時 
のめあての具体化 
・めあてに対応したまとめや振り返り 
・学び合う授業づくり 
・ノート指導の充実 

①よりよく生きるための基

盤となる道徳性を養うた

め，計画的・発展的な指

導を行う。 

②道徳的諸価値について

の理解を基に，自己を見

つめ，物事を多面的・多

角的に考え，自己の生き

方についての考えを深め

る学習を通して，児童の

道徳的な判断力，心情，

実践意欲と態度を育成す

る。 

③各教科・学校行事等との

関連を図ると共に，多様

な実践活動や体験活動

を授業に生かす。 

 
 
 

①外国語の音声
や基本的な表
現に慣れ親し
ませる。 

②主体的にコミュ
ニケーションを
図ろうとする態
度を育成。 

③言語や文化に
ついて体験的
に理解を深め
る。 

④児童の興味・関
心の把握と活
用。 

⑤日常化の工夫
と環境整備。 

①横断的・総合的な学
習，探求的な学習の
充実。 

②全体計画，年間指導
計画に基づく指導。 

③日常生活や社会との
かかわりを重視した
指導。 

④育てる能力や資質お
よび態度の明確化。 

⑤各教科との関連を図
った指導の工夫。 

⑥他者との協同による
学習活動の重視。 

⑦児童の学習状況に応
じた適切な指導の実
施。 

①よりよい生活や人間関

係の構築。 

○低学年：協力したり

助け合ったりして等 

○中学年：互いを尊重

し，協力し合って等 

○高学年：互いに信頼

し支え合い等 

②自己の生き方について

の考え，自己実現を図

ろうとする態度。 

③合意形成や意思決定

をしながら課題解決の

ための話し合い。 

④集団生活の意義や活

動を行う上で必要とな

ることの理解，行動の

仕方。 

学習指導の方針と工夫 生徒指導・特別支援教育の方針と工夫 

○各教科等の関連を図り，｢わかる，できる，考える，使
う｣学習活動を充実させる。 

○個に応じた指導を充実する。 
・個々の児童の実態を把握した指導（定期的な児童実
態の交流，個別支援計画の作成等） 

・学習形態（ペア，グループ，全体）や指導体制（ＴＴ，
少人数，習熟度別）の工夫や改善 

○ＴＫＦ授業モデルにより，自主的・自発的な学習を促

し，学習の見通しや振り返りの指導を計画的に行う。 
○児童の良い点や進歩の状況を肯定的に評価し，学習
意欲を高める。 

○学級経営の充実を図り，児童との信頼関係及び児童相互の人間関係を育てる。（ソー

シャルスキルトレーニング等） 

○児童理解を深め，個々の児童の願いや自己実現を支援する。 
○特別な支援を必要とする児童に個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成し，指
導の充実を図る。 

○「挨拶，服装，整頓，ルール厳守，安全」に視点をあて，基本的な生活習慣を重点的に
指導する。 

○生徒指導に関する研修を充実させ，教育相談体制を確立し，いじめ・不登校等の未然

防止，早期発見，早期解決にあたる。（積極的な生徒指導，安心・安全な学校づくり，
居場所づくり） 

○夢や希望を高く掲げ，目標をもって学習や生活に取り組み，自他のよさを自覚して，主

体的な学校生活が送れるように指導する。 

授業時数・日課表・時間割等の取扱い 指導計画作成の方針と工夫 諸条件の整備 

○年間授業時数は，各学年の標準授業時数
等をふまえて適切に計画する。 

○日課表や時間割を工夫して，児童が学習に

じっくり取り組めるようにする。 

○単元及び題材の計画的指導と週案の作成。 

○特別の教科道徳，特別活動，総合的な学習
の時間，キャリア教育，食育，ことばの教育
及び特別支援教育等の全体計画を作成し，

各教科等の関連を十分に図った指導計画を
確立する。 

○「夢に向かって生きる」児童の育成のため，

各教科の能力や態度の重点を定め，それを
育てる指導計画に位置付ける。 

○シラバスの活用を充実させる。 

○学校図書館の機能と蔵書の充実 
○ICT環境の整備・充実・活用 
○学力向上のための教具の整備充実 

○地域人材の活用，サポートの促進 
○家庭や地域との協力・連携の強化，幼保小・
小中他関係機関との連携充実 

 

 

○新学習指導要領の趣旨を生かすとともに，学校教育目標の具現化をめ

ざす。 

○学校評価，学力調査，授業時数等を加味し，研究主題実現をめざす校

務分掌，週時程，全体計画や年間指導計画等を作成する。 

○学校教育目標が生かされる学級経営をめざす。 

○基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等の能

力の育成のバランスを重視した「確かな学力」を身に付けさせる教育課

程の編成を図る。 

 

○十日市中学校区コミュニティ・スクールに関わって，地域，保護者との連携を図り，児童の深い

学びを実現する教育課程を編成する。 

○「みよし学びの共創プラン」の基本施策に則り，新しい時代に求められる資質・能力や確かな

学力の育成を図る。 

○各教科，特別の教科 道徳，外国語活動，総合的な学習の時間，及び特別活動のそれぞれ

の単元目標及び題材目標に言語活動の充実により身に付ける力を明記した教育課程を編成

する。 

指導の根拠 学校教育目標 学校の実態 

 
○教育の理念を踏まえ，「生きる力」を育成 ○知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力の育成 

○知識の理解の質を高め資質・能力を育む「主体的・対話的で深い学び」 ○道徳教育や体育などの充実により，豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実 

 

新学習指導要領の基本的な考え 

教育課程編成の方針 

言語活動の充実・キャリア教育の重視 


